
01
２
×
４
の
強
み
生
か
し
脱
炭
素
、無
垢
材
活
用
を
推
進
す
る
会
が
発
足

ウ
イ
ン
グ
ら
が
疑
心
暗
鬼
は
ら
い
、チ
ー
ム
で
環
境
貢
献

伐
採
期
を
迎
え
る
国
産
材
の
活
用
、
さ

ら
に
、
脱
炭
素
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た

観
点
か
ら
近
年
、
木
材
利
用
、
木
造
建
築

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
国
産
材
を

有
効
活
用
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再

構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
成
功

事
例
は
ま
だ
少
な
い
の
が
実
情
だ
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
ウ
イ
ン
グ
の
橋
本

宰
常
務
は
、「
川
上
、川
下
の
事
業
者
の
双

方
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
る
。
川
上
の

事
業
者
は
、『
国
産
材
を
も
っ
と
用
意
し
て

く
れ
と
言
わ
れ
る
が
、
輸
入
材
の
状
況
に

左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
』
と
不
安
を

抱
え
、『
部
材
の
加
工
度
が
高
ま
る
ほ
ど
歩

留
ま
り
が
低
く
な
り
、
利
益
の
確
保
が
難

し
い
』と
い
っ
た
課
題
も
抱
え
て
い
る
。一

方
で
、
川
下
の
事
業
者
は
、『
長
物
、
種
類

は
あ
る
の
か
』、『
量
は
確
保
で
き
る
の

か
』、『
輸
入
材
よ
り
安
い
の
か
』
と
い
っ

た
要
求
ば
か
り
で
、
両
者
が
歩
み
よ
る
状

況
に
は
な
い
」
と
話
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
変
え
て
い
く
に
は
、
一
事
業
者
だ
け
で

は
難
し
く
、
林
業
か
ら
工
務
店
ま
で
の
事

業
者
が
連
携
し
て
チ
ー
ム
で
変
え
て
い
こ

う
と
立
ち
上
げ
た
の
が
無
垢
材
活
用
の
会

だ
。「

企
業
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
環
境
貢
献
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
人
手
不
足
に
よ
る
物
流
コ

ス
ト
の
上
昇
に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
リ

モ
ー
ト
で
の
打
ち
合
わ
せ
、
会
議
な
ど
が

当
た
り
前
に
な
り
、
日
本
全
国
の
事
業
者

と
連
携
し
や
す
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、一
企
業
で
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
、競

争
し
て
い
た
が
、
環
境
貢
献
と
い
う
同
じ

目
標
を
掲
げ
、
チ
ー
ム
で
合
理
化
・
無
駄

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
時
代
が
き
て
い

る
」（
橋
本
常
務
）。

既
存
の
も
の
を
生
か
す 

〝
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
〟開
発

無
垢
材
活
用
の
会
で
は
、
そ
の
名
の
通

り
、
ま
ず
「
無
垢
材
活
用
」
を
促
進
す
る
。

「
少
材
種
」、「
無
垢
材
」、「
簡
易
仕
口
」
で

対
応
で
き
る
２
×
４
な
ら
で
は
の
特
性
を

生
か
し
た
取
り
組
み
だ
。

２
×
４
の
基
本
的
な
構
造
材
は
わ
ず
か

に
６
種
類
。
木
材
断
面
サ
イ
ズ
だ
け
で
も

50
〜
60
種
類
に
上
る
軸
組
工
法
に
比
べ
て
、

少
種
類
の
材
種
で
あ
る
こ
と
は
、
森
林
の

伐
採
、
製
材
の
効
率
化
、
管
理
・
在
庫
の

軽
減
に
つ
な
が
り
、
小
規
模
で
効
率
的
な

経
営
が
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
２
×
４
は
、
主
要
構
造
材
に
Ｊ

Ａ
Ｓ
の
無
垢
製
材
品
を
使
用
す
る
工
法
で

あ
り
、
か
つ
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
欠
損
の
少

な
い
加
工
で
済
む
た
め
、
乾
燥
機
と
プ

レ
ー
ナ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、
製
材
工
場
は
既

存
設
備
の
ま
ま
で
対
応
で
き
る
。「
少
な
い

設
備
投
資
で
既
存
の
も
の
を
生
か
し
た

〝
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
〞の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
が
可
能
に
な
る
」（
橋
本
常

務
）。

構
造
設
計
の
ル
ー
ル
の
統一化
で 

歩
留
り
高
め
、収
益
力
向
上

無
垢
材
の
歩
留
り
を
高
め
、
収
益
力
を

２
×
４
工
法
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
を
展
開
す
る
ウ
イ
ン
グ
が
中
心
と
な
り
、

２
×
４
の
強
み
を
生
か
し
て
、川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
が
連
携
し
、チ
ー

ム
で
脱
炭
素
、無
垢
材
活
用
を
推
進
す
る
会「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 

無
垢
材

活
用
の
会
」（
以
下
、無
垢
材
活
用
の
会
）が
発
足
し
た
。

「環境貢献という同じ目標を掲
げ、チームで合理化・無駄削減
に取り組んでいく時代がきてい
る」と話すウイングの橋本常務
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高
め
る
た
め
に
、
構
造
設
計
ル
ー
ル
の
統

一
化
を
図
り
、
商
流
の
改
革
に
も
取
り
組

む
。「

よ
り
安
全
側
に
配
慮
し
て
設
計
す
る

た
め
、
ま
た
、
現
場
で
の
木
材
不
足
な
ど

を
懸
念
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
多
く
の
木
材

を
確
保
す
る
た
め
、近
年
の
２
×
４
は
、メ

タ
ボ
と
言
っ
て
い
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

使
用
す
る
材
料
を
さ
ら
に
絞
り
込
み
、
構

造
設
計
の
ル
ー
ル
を
統
一
化
し
、
商
流
を

改
革
す
れ
ば
、
30
坪
の
平
均
的
な
住
宅
で
、

１
棟
あ
た
り
約
２
㎥
の
材
積
、
約
20
万
円

の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。
山
元
と
設
計

情
報
の
共
有
化
・
集
約
化
を
進
め
る
こ
と

で
、
必
要
な
量
を
適
切

に
把
握
し
、
納
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
現

場
で
の
ゴ
ミ
の
発
生
も

抑
え
ら
れ
る
。ま
た
、Ｊ

Ａ
Ｓ
か
ら
外
れ
る
無
垢

材
に
つ
い
て
も
、
内
装

木
質
化
な
ど
に
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
無
垢

材
の
歩
留
ま
り
を
高
め
、

利
益
を
確
保
し
や
す
く

な
る
」（
橋
本
常
務
）。

構
造
設
計
ル
ー
ル
の

統
一
化
の
一
環
と
し
て
、

合
理
化
構
造
の
開
発
、

普
及
に
も
取
り
組
む
。

ウ
イ
ン
グ
で
は
、
大

断
面
化
し
た
４
×
６
材

を
製
造
、
使
用
す
る
剛

性
床
構
造
（
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ

ｎ 

Ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
）を
開

発
し
、
２
×
４
の
可
能
性
を
広
げ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
４
×
６
材
を
床
の

構
成
部
材
と
し
て
有
効
に
配
置
し
て
使
用

す
る
こ
と
で
、
省
力
化
、
工
期
短
縮
、
材

積
低
減
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
な
ど
が

期
待
で
き
る
。

こ
う
し
た
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ

の
よ
う
な
合
理
化
構
造
の
開
発
を
進
め
、

チ
ー
ム
で
共
有
し
、
普
及
拡
大
を
目
指
す
。

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
見
え
る
化 

住
宅
1
棟
ご
と
に
炭
素
貯
蔵
量
を
算
出

ま
た
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
見
え

る
化
」
に
も
取
り
組
む
。

林
野
庁
が
昨
年
12
月
に
公
表
し
た
「
建

築
物
に
利
用
し
た
木
材
に
係
わ
る
炭
素
貯

蔵
量
の
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
活
用
し
て
、
住
宅
に
使
用
し
た
木
材
に

よ
る
「
炭
素
固
定
量
」
を
数
値
で
明
示
す

る
。す

で
に
ウ
イ
ン
グ
で
は
、
木
拾
い
の
積

算
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
住
宅
１
棟
ご
と

に
炭
素
貯
蔵
量
を
算
出
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
も
、
無

垢
材
活
用
の
会
に
参
加
す
る
同
業
他
社
と

共
有
し
チ
ー
ム
で
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
の
見
え
る
化
」
を
進
め
る
。

新たに発足した「カーボンニューラル 無垢材活用の会」は、２×４工法の強みを生かして、無垢材活用を推進する

将
来
的
に
は
、「
木
材
の
量
×
輸
送
距

離
」、「
流
通
経
路
の
把
握
度
合
」
か
ら
、炭

素
削
減
効
果
、
貯
蔵
量
を
示
す
「
ウ
ッ
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
」
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
、
さ
ら
に
創
出
者
が
蓄
え
た
炭
素
を

「
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
」と
し
て
活
用
者
に
販
売

で
き
る
環
境
整
備
も
目
指
す
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
植
林
活
動
も 

チ
ー
ム
で
効
果
を
最
大
化

さ
ら
に
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
植
林
活

動
」に
も
取
り
組
む
。「
会
社
単
独
で
の
植

林
活
動
は
持
続
性
、
効
果
が
小
さ
い
が
、

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
効
果
的
な

植
林
活
動
が
で
き
る
。
そ
の
取
り
組
み
は

50
年
、１
０
０
年
先
に
生
き
て
く
る
」（
橋

本
常
務
）。

ウ
イ
ン
グ
は
、瀨
上
製
材
所
（
北
海
道
）、

協
和
木
材
（
福
島
）、
キ
ー
テ
ッ
ク
（
千

葉
）、長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
長

野
）、
サ
イ
プ
レ
イ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
（
愛

媛
）、中
国
木
材
（
鹿
児
島
）
な
ど
、川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
様
々
な
事
業
者
に
、
無

垢
材
活
用
の
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

年
会
費
は
５
万
円
。
日
本
最
大
級
の
２
×

４
向
け
の
無
垢
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
供
給

網
の
構
築
を
目
指
す
。
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